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令和６年度 文化財防災訓練等実施状況報告 都道府県名 

群馬県 

行 事 名 称 第７１回文化財模擬火災訓練 

実施期間・日時 令和７年１月２６日（日）１０：００～１１：００ 

実 施 場 所 円福寺 十二所神社（太田市別所町３８８） 

主 催 者 太田市教育委員会、太田市消防本部、太田市消防団 

■実施内容 

訓練の想定 

太田市別所町３８８番地円福寺北西より発生した林野火災により、十二所神社に延焼の恐れがあるため、消防機

関に通報するとともに、初期消火にあたったが、火災は拡大する様相を呈している。消防隊は人命救助並びに延

焼拡大防止及び火勢鎮圧活動を開始する。 

訓練の内容 

寺社関係者による火災発見、初期消火（消火器）、重要物品（模擬）の搬出、通報、消防隊による防ぎょ活動、

救助、放水訓練、女性防火クラブによる炊き出し訓練 

参加者及び役割分担 

円福寺関係者（５名）：初期消火、重要物品の搬出 

太田市消防本部・消防団（約８０名）：全体統括、アナウンス、放水訓練、救助、交通整理、駐車場、ラッパ吹

奏 

太田市女性防火クラブ（約１０名）：炊き出し訓練 

太田市教育委員会（７名）：講評、アナウンス、受付、駐車場、庶務 

太田市議会議員・区長等（来賓/約５０名）：見学、巡閲、挨拶 

特に工夫した点 

R5年度は悪天候のため中止、R4年度は縮小開催、R3・R2年度はコロナの影響で中止であったため5年ぶりに盛

大に開催することができた。事前の広報誌・HPへの掲載、地区住民への回覧、プレスリリースを行い関心を高め

た。また炊き出し訓練を行い、多くの地域住民に来場していただけるようにした。 

問題点・課題 

周辺に広い駐車場を用意できる会場の確保 

その他 

毎年、市内の分署が持ち回りで、文化財防火デーの時期に合わせた模擬火災訓練を行っている。その分署の管轄

内にある文化財において火災訓練を実施することで地元住民の防災、防火意識の高揚を図っていくことが必要。

また継続して訓練を実施することで、文化財愛護思想を育んでいくことも必要。 
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初期消火 非常持ち出し 

救助 一斉放水 

ラッパ隊吹奏 教育長による講評 




